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⑤ 学生さんも住める市営住宅って！



　

神
戸
市
が
2
0
1
7
年
か
ら
学
生
向
け

公
営
住
宅
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
年
6

月
26
日
付
の『
神
戸
新
聞
』
に
は
興
味
深
い

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。「
神
戸
市

は
7
月
か
ら
、
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
を

条
件
に
、
大
学
生
や
大
学
入
学
予
定
者
へ

の
市
営
住
宅（
復
興
住
宅
含
む
）の
賃
貸
を

始
め
る
。
経
済
的
に
苦
し
い
大
学
生
の
家

賃
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
に
加
え
、
平
均

高
齢
化
率
が
45
％
を
超
え
る
市
営
住
宅
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
す
る
の
が
狙

い
。
全
国
で
も
例
が
な
い
と
み
ら
れ
、学
生

の
経
済
支
援
▽
市
内
へ
の
若
者
の
呼
び
込

み
▽
市
営
住
宅
の
空
き
室
解
消
▽
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
再
生

－

と
い
う〝
一
石
四
鳥
〟を

期
待
す
る
」。

　

過
疎
化
や
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
地

域
に
定
住
す
る
若
者
世
帯
の
確
保
策
と
し

て
、
地
方
都
市
が
公
営
住
宅
や
家
賃
補
助

を
提
供
す
る
こ
と
は
今
や
珍
し
い
こ
と
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
政
令
指
定
都
市（
政

令
市
）で
若
者（
学
生
）を
対
象
に
、
し
か
も

自
治
会
活
動
の
参
加
を
要
件
に
す
る
取
り

組
み
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
今
回
は
神

戸
市
の
建
築
住
宅
局
に
そ
の
狙
い
を
聞
き

に
行
っ
て
き
た
。

　 

神
戸
市
の
市
営
住
宅
の
概
略

　

大
阪
市
の
市
営
住
宅
は
10
万
戸
、
政
令

市
で
は
最
多
だ
が
、神
戸
市
は
4
9
2
6
7

戸（
2
0
1
8
年
）。
世
帯
数
に
占
め
る

市
営
住
宅
の
割
合
は
神
戸
市
が
7
・
3
％

（
2
0
1
3
年
）で
、
大
阪
市
7
・
5
％
、
京

都
市
3
・
4
％
、
堺
市
1
・
8
％
、
最
少
の

さ
い
た
ま
市
で
0
・
5
％
な
の
で
、
な
か
な

か
の
存
在
感
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災（
95

年
1
月
17
日
）以
降
、
震
災
復
興
住
宅
な
ど

1
6
0
0
0
戸
以
上
が
建
設
さ
れ
、
大
阪

市
よ
り
も
新
し
い
住
宅
の
占
め
る
割
合
も

多
い
が
、
築
40
年
以
上
経
過
し
た
昭
和
50

年
以
前
の
老
朽
化
住
宅
も
1
4
7
7
6
戸

（
28
・
5
％
、2
0
1
5
年
３
月
末
現
在
）あ

る
。

　

大
阪
市
と
比
較
す
る
と
、
高
齢
化
率
は

大
阪
市
が
56
・
3
％（
2
0
1
5
年
）
で
、

神
戸
市
が
47
・
8
％（
2
0
1
8
年
）。
世

帯
当
た
り
の
人
員
は
大
阪
市
が
1
・
87

人（
2
0
1
5
年
）、
神
戸
市
は
1
・
77
人

（
2
0
1
8
年
）で
あ
る
。
高
齢
化
と
単
身

化
は
両
市
で
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、応
募
状
況
は
大
阪
市
の
1
4
0
7

戸
に
対
し
て
応
募
者
数
1
6
4
2
9
人
と

11
・
7
の
倍
率（
2
0
1
3
年
）。
神
戸
市

9
3
0
戸
へ
の
応
募
は
1
0
5
7
3
人
で

11
・
4
倍（
2
0
1
3
年
）と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
神
戸
市
で
は
区
ご
と
の

応
募
倍
率
が
大
き
く
異
な
る
。
阪
神
間
の

東
灘
区（
12
・
4
倍
）・
灘
区（
62
・
6
倍
）、

市
の
中
心
部
に
隣
接
す
る
中
央
区（
45
・
5

倍
）、兵
庫
区（
44
・
5
倍
）、長
田
区（
25
・
3

２０１８ 年 １ 月 からゆ～とあいは 居 住 支 援 法 人 のなかま 入 り 。
ま ち の 人 の 相 談 の 中 で「 こ の ま ち の 公 営 住 宅 や 古 い 木 造 住 宅
を も っ と 活 か さ な き ゃ 。」そ ん な 気 持 ち が ふ つ ふ つ あ ふ れ て く
る 。ヒ ン ト を 探 し に い ろ ん な と こ へ 、い ろ ん な ひ と に 。
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設
備（
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
）が
充
実
し
て
い

た
り
倍
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
住
宅
で
の

実
施
が
見
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
遠
因
に

な
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
、住
ま
い
の
支
援
と

い
う
考
え
方
が
若
者
に
も
認
知
さ
れ
れ
ば
、

彼
ら
の
利
用
も
増
え
そ
う
に
思
え
る
。

　

と
は
い
え
、
住
民
の
多
数
を
占
め
る
高

齢
者
と
学
生
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
異
な

る
こ
と
や
、
学
生
期
間
中
＋
卒
業
後
2
年

ま
で（
神
戸
市
内
の
企
業
に
就
職
し
た
場

合
は
さ
ら
に
2
年
延
長
可
）と
い
う
利
用

期
限
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
自
治
会
も
ど

倍
）に
応
募
が
集
中
し
て
い
る
。
一
方
の
須

磨
区（
6
・
1
倍
）、垂
水
区（
3
・
4
倍
）、北

区（
1
・
8
倍
）、
西
区（
5
・
1
倍
）と
の
差

は
明
ら
か
だ
。

　

以
上
の
概
略
と
建
築
住
宅
局
で
聞
い
た

話
か
ら
、
神
戸
市
の
市
営
住
宅
も
①
単
身

化
・
高
齢
化
の
進
展
、
②
利
便
性
や
老
朽
化

に
よ
る
入
居
率
の
マ
ダ
ラ
現
象
、
③
局
地

的
に
限
界
集
落
な
ら
ぬ〝
限
界
自
治
会
〟の

問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
私

た
ち
西
成
地
域
の
公
営
住
宅
事
情
と
同
じ

で
あ
る
。

　

意
外
だ
っ
た
の
が
、
神
戸
市
を
悩
ま
せ

る
人
口
減
少
問
題
だ
。
神
戸
市
は
大
学
入

学
時
に
多
く
の
若
者
が
流
入
す
る
も
の
の
、

卒
業
生
は
必
ず
し
も
市
内
企
業
に
就
職
し

な
い
。
そ
の
結
果
、2
0
1
8
年
３
月
と
翌

年
同
月
の
神
戸
市
の
人
口
を
比
べ
る
と
、

約
5
0
0
0
人
減
少
し
て
い
る
。

　 

自
治
会
の
活
性
化
に

 

つ
な
が
る
か
？

　

人
口
減
少
と
市
営
住
宅
住
民
の
高
齢
化

が
進
む
な
か
で
神
戸
市
が
学
生
向
け
住
宅

こ
ま
で
学
生
に
期
待
で
き
る
も
の
か
様
子

を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

取
材
後
に
わ
か
っ
た
が
、
神
戸
市
は

2
0
1
7
年
か
ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
向
け

の
家
賃
補
助
制
度
に
も
独
自
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住
宅
新

法
が
2
0
1
7
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
も
独
自
事
業
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の
理

由
は「
国
の
制
度
は
、
新
法
で
の
登
録
住
宅

の
み
が
補
助
の
対
象
。
制
度
移
行
の
可
能

性
は
あ
る
が
、
神
戸
市
で
は
今
後
も
、
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
居
住
支
援
は
継
続
す
る
」

の
だ
そ
う
だ
。
今
後
も
神
戸
市
の
取
り
組

み
に
注
目
だ
。

　 

公
営
住
宅
の
在
り
方
も

 

時
代
と
共
に

　

学
生
向
け
住
宅
が
広
く
〝
一
石
四
鳥
〟に

な
る
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
若
者
を
招
き
入
れ
る
ス

ト
ッ
ク
と
し
て
市
営
住
宅
を
活
用
す
る
姿

勢
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
行
政
に
は
必
要

だ
と
感
じ
た
。
私
た
ち
の
西
成
地
域
や
大

阪
市
も
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
と
ら

を
検
討
し
た
き
っ
か
け
に
、

県
営
住
宅
で
の
取
り
組
み

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

た
。「
市
営
住
宅
の
空
室
に

若
者
が
入
居
し
、
自
治
会

の
活
性
化
も
担
っ
て
も
ら

う
」
と
い
う
プ
ラ
ン
は
明

確
だ
。
し
か
し
、関
係
機
関

と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。

　

1
つ
が
、
国
と
の
調
整

だ
。
国
は
市
営
住
宅
の
建
設
に
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は「
住
宅
や
住
ま

い
に
困
っ
て
い
る
低
所
得
者
の
方
に
公
募

に
よ
り
提
供
す
る
」
で
あ
り
、
学
生
寮
の
よ

う
に
大
学
が
窓
口
と
な
り
入
居
者
を
決
め

る
場
合
は
目
的
外
利
用
に
あ
た
る
。
よ
っ

て
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
伺
い
を
立
て
る

必
要
が
生
じ
る
わ
け
だ
。

　

も
う
1
つ
が
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
の

義
務
化
だ
。
自
治
会
活
動
は
住
宅
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
引
っ
張
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
活
動
そ
の
も
の
が
崩

壊
寸
前
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
治
会

の
加
入
を
義
務
化
で
き
て
も
、
具
体
的
に

え
る
と
、
今
後
も
既
存
の
公
営
住
宅
そ
の

も
の
を
維
持
し
て
い
く
の
か
、
全
く
新
し

い
発
想
で
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

く
の
か
と
い
う
選
択
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
自
治
機
能
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、

た
と
え
ば
高
齢
者
向
け
・
子
育
て
向
け
・
外

国
人
向
け「
サ
ー
ビ
ス
付
き
公
営
住
宅
」
な

ど
、
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
相
談
・
支
援
窓

口
や
サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ
た
公
営
住
宅

は
あ
り
え
な
い
の
か
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
程
度
同
じ
で
あ
れ
ば
、
住
宅
個
々
の

自
治
機
能
も
有
効
に
働
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
な
ど
、
新
し
い
公
営
住
宅
の
姿
が

描
け
そ
う
だ
。

　

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
が
集
中
す
る

こ
と
に
賛
否
両
論
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
る
。
ま
た
、住
宅
そ
の
も
の
の
在
り
方
を

規
定
す
る
公
営
住
宅
法
を
変
え
な
い
と
難

し
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、何

事
も
時
代
と
共
に
変
化
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
、
公
営
住
宅
も
変
わ
る
必
要
が
あ

る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
も
う
少
し
、公
営

住
宅
に
つ
い
て
は
追
い
か
け
て
み
た
い
。

文
責
：
西
田
吉
志
・
田
岡
秀
朋

し
て
も
ら
う
こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
学
生
が
何
を
担
う
か
は
自

治
会
ご
と
に
異
な
る
。

　

現
在
、
学
生
向
け
特
定
目
的
住
宅
は
25

物
件
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

利
用
者
は
2
件
。
学
生
個
人
の
利
用
の
み

な
ら
ず
、
大
学
の
学
生
寮
と
し
て
も
活
用

し
て
い
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
が
高
ま
れ
ば

増
や
し
て
い
く
意
向
だ
が
、
利
用
は
9
戸

20
人
に
留
ま
っ
て
い
る（
2
0
1
9
年
5

月
1
日
現
在
）。「
認
知
度
を
あ
げ
る
こ
と

が
1
番
の
課
題
」
と
自
嘲
気
味
に
話
さ
れ

て
い
た
が
、
家
を
探
す
と
き
に
学
生
側
に

公
営
住
宅
が
思
い
浮
か
ば
な
い
こ
と
や
、

「神戸のまち」のジオラマ

学生向け住宅チラシ
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[ 沖田一志 ] 先日、泉南→和歌山と仕事で行って
きました。途中の阪南市には住んでたことがあり、
昼に立ち寄ったマクドは長男が誕生した日の早朝
に一人で休憩した店。なんだか懐かしく感じた。

[ 佐々木敏明 ]  
うりずんやヤマト見かぎる守礼門
巨石縫い御嶽に宿る黒揚羽
万緑が基地をことわりめんそーれ

[ 田岡秀朋 ]   大阪城公園のＢＢＱが知らぬ間に有
料に。指定管理者の導入で“稼いで再投資する公
園”になったが、行き過ぎた“商業化”は公園に
はなじまない。

地
域
の
歴
史
を
刻
む
石
碑
に

立
ち
止
ま
っ
て
み
た

る
と
、
と
て
も
き
れ
い
な
状
態
で
横
に
浄

水
が
供
え
ら
れ
て
あ
り
、
今
で
も
定
期
的

に
掃
除
さ
れ
て
い
る
証
と
知
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
石
碑
は
西
成
区
だ
け
で
な
く
、
大

阪
市
内
に
も
数
多
く
点
在
す
る
。
た
ま
に

は
足
を
と
め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
戦
争
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き

か
考
え
て
み
る
機
会
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
石
碑
は
国
道
43
号
線
の
中
開
交
差

点
付
近（
大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
南
開
1
の

6
）に
あ
る
。

て
ん
の
じ
村
記
念
碑

　

難
波
利
三
の
『
て
ん
の
じ
村
』
と
い
う
小

説
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
戦
前
、
戦
後
を
生

き
た
漫
才
師
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
描
い
た

直
木
賞
受
賞
作
品
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の

舞
台
と
な
っ
た
「
上
方
演
芸
発
祥
の
地
、
て

ん
の
じ
村
記
念
碑
」
を
訪
ね
た
。

　

こ
の
碑
の
南
側
に
広
が
る
通
称
「
て
ん

の
じ
村
」
に
は
、
か
つ
て
大
阪
の
芸
人
が
住

ん
で
い
た
。
現
在
は
、
西
成
区
山
王
と
い
う

地
名
だ
が
、
一
帯
は
道
頓
堀
か
ら
千
日
前
、

新
世
界
と
つ
づ
く
長
屋
街
の
一
角
で
、
多

く
の
芸
人
が
集
い
住
ん
で
い
た
。
三
味
線

を
抱
え
た
人
た
ち
が
行
き
交
い
、
三
味
の

音
に
踊
る
影
絵
が
障
子
に
映
り
、
稽
古
が

夜
遅
く
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
。

　

80
年
以
上
前
か
ら
終
戦
あ
た
り
ま
で
、

最
盛
期
に
は
3
0
0
か
ら
4
0
0
人
く
ら

い
の
芸
人
た
ち
が
住
ん
で
い
て
、
全
国
的

な
人
気
者
に
な
っ
た
芸
人
さ
ん
も
数
多
く

い
た
。
代
表
的
な
の
が
ミ
ヤ
コ
蝶
々
、
人
生

幸
朗
、
平
和
ラ
ッ
パ
、
海
原
お
浜
・
小
浜
な

ど
な
ど（
私
に
は
ほ
と
ん
ど
誰
か
わ
か
ら
な

　

今
回
は
西
成
区
に
住
ん
で
い
て
も
見
逃

し
が
ち
、
見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
何
か
知

ら
な
い
も
の
に
注
目
し
て
み
た
。

爲
戰
災
無
縁
諸
靈
菩
提

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
日
産
大
阪
今
宮
店
の
前

に
あ
る
石
碑
。「
爲い
せ
ん
さ
い
む
え
ん
し
ょ
れ
い
ぼ
だ
い

戰
災
無
縁
諸
靈
菩
提
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
戦
災
で
亡
く
な
り
、
弔

う
人
が
い
な
か
っ
た
人
の
冥
福
を
祈
る
も

の
だ
。

　

1
9
4
5
年
３
月
13
日
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
大
阪
市
内
を
中
心
と
す
る
地

域
へ
無
差
別
爆
撃
を
お
こ
な
っ
た

大
阪
大
空
襲
。
同
年
6
〜
8
月
に
も

同
様
の
空
襲
が
あ
り
、
1
0
0
0
0

人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
阪
大
空
襲
は

浪
速
区
の
塩
草
を
標
準
点
の
一
つ

に
し
て
お
り
、
上
空
か
ら
先
導
機
が

炸
裂
す
る
ナ
パ
ー
ム
弾
を
投
下
、
そ

か
っ
た
…
）。
し
か
し
、
こ
の
一
角
は
阪
神

高
速
建
設
時
に
取
り
壊
さ
れ
、
か
つ
て
の

芸
人
村
を
偲
ぶ
も
の
は
こ
の
石
碑
の
み
と

い
っ
た
風
情
だ
。
た
だ
、
こ
の
石
碑
の
周
り

に
テ
レ
ビ
局
名
を
刻
ん
だ
碑
が
並
ん
で
い

る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
記
念
碑
だ
け
を
見
に
行
く
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
興

味
を
持
っ
た
方
は
新
世
界
に
飲
み
に
い
く

つ
い
で
に
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

た
だ
、
場
所
は
か
な
り
わ
か
り
に
く
い
。
西

成
区
山
王
１
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
新
今
宮
駅
か
ら

徒
歩
10
分
、
阪
神
高
速
の
阿
倍
野
入
口
横

あ
た
り
。

文
責

：

山
村
裕
太

し
て
後
続
機
が
焼
夷
集
束
弾
を
投
下
し
た
。

焼
夷
集
束
弾
は
空
中
で
38
発
の
小
さ
な
焼

夷
弾
に
分
か
れ
て
火
の
雨
と
な
っ
て
降
り

そ
そ
ぎ
、
こ
の
空
襲
で
浪
速
区
と
こ
の
石

碑
一
帯
の
西
成
区
は
焼
き
尽
く
さ
れ
て
し

ま
っ
た（
本
誌
1
2
0
号
も
参
照
）。

　

大
阪
大
空
襲
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち

を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
石
碑
の

側
面
に
は
、
昭
和
三
十
九
年
再
建
と
書
か

れ
て
い
る
。
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
裏

面
に
は
発
起
人
氏
名
と
後
援
町
会
連
合
会

世
話
人
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

私
自
身
も
こ
の
石
碑
は
何
度
か
見
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
碑
文
は
読
ま
ず
に
素
通

り
し
て
い
た
。
今
回
じ
っ
く
り
と
見
て
み

西成にもまだまだ発掘されていない文化資源・社会資源は存在するはず。これら西成
産のモノやコトを「にしなりもん」と名づけ、その由来やエピソードを辿っていきます。
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デ
ザ
イ
ン

ハ
ナ
レ
バ
ナ
レ
に
な
っ
た
人
と
ま
ち
。

く
ら
し
の
窓
か
ら
、紡
ぐ
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
る
。

[ 谷口円 ] 最近食べた美味しいお菓子：信越エリ
アで限定販売中の“超厚切り”ポテトチップス「ポ
テトデラックス」。通常のポテチの約 3 倍の厚み
による歯ごたえが◎。ぜひ全国販売してほしい…。

[ 安田拓也 ] 初の沖縄旅行。惹かれたのは断崖絶
壁の城跡を覆う壮大な曲線の石垣「今帰仁城跡」
と独特な外観「名護市役所」。沖縄の地を最大に
活かした建物の新旧。後ろ髪を引かれ無事帰阪。

[ 西田吉志 ] 幼稚園の PTA の仕事に驚愕。パソコンを
得意としない２人が広報委員にあてられ、年間予算３万
円で A ４・８P の紙面を年３回発行。すべての行事に
参加して写真も撮る。どうにかしてと言われても…

　
　〝
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〞
で
連
想
す
る
も
の
―
―
街
で
見

か
け
る
ス
ロ
ー
プ
や
点
字
、
足
元
の
あ
の
黄
色
い
ブ
ロ
ッ

ク
。
最
近
は
「
バ
リ
ア
」
に
含
ま
れ
る
心
の
段
差
を
取
り
払
い
、
対

象
を
誰
に
も
限
定
し
な
い
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
多
目
的
ト
イ
レ
や
絵
の
よ
う

な
標
識
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
、
間
口
の
広
い
改
札
口
だ
け
で
な
く
、
教

育
に
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
僕
達
の
生
活
は
デ
ザ
イ
ン
に
支
え
ら
れ
〝
使
い
や
す
く
魅
力
的
〞

な
モ
ノ
・
コ
ト
を
創
り
出
し
、
課
題
を
解
決
し
て
き
た
。
た
だ
、
デ

ザ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
底
上
げ
。
そ
れ
で
全
て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
深
く
関
わ
れ
ば
関
わ
る
ほ
ど
に
〝
よ
り
違
う
〞
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。

　「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
良
い
。」

に
は
、
違
い
を
包
み
こ
む
し
な
や

か
な
柔
軟
性
が
必
要
。
そ
れ
こ
そ

正
に
〝
ま
ち
・
地
域
〞
が
、
こ
れ

ま
で
幾
度
と
リ
デ
ザ
イ
ン
し
紡
い

で
き
た
確
か
な
も
の
だ
。

　〝
違
っ
て
い
い
〞
と
主
体
的
に
動

き
だ
せ
ば
、
ま
ち
は
き
っ
と
包
み

込
ん
で
く
れ
る
は
ず
。  
（
安
田
拓
也
）

AILEEN PEARL B，FELIX（ﾌｪﾘ
ｯｸｽ ｱｲﾘｰﾝ ﾊﾟｰﾙ ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ）さん
　ゆ～とあい３階の「GCC kids インターナ
ショナルスクール」の英語講師アイリーンです。
出身国のフィリピンでは小学校、高校で主に
パソコンを教えていました。日本にきて11ヶ
月。趣味は絵画、ダンス、一番はハイキングで
す。スクールでは、子どもにとって常にベスト
なサービスを提供したい、そして、温かく子ど
も達を見守れる職場をつくっていきたいと思っ
ています。講師として、人として、もっともっ
と成長していくので、これからもよろしくお
願いします！

まちの心のシンボル“ツル”のデザイン

　
戦
前
、
サ
ハ
リ
ン
島
は
北
緯
五
十
度
線
を

境
に
、
北
半
分
を
ソ
連
が
、
南
半
分
を
日
本

が
領
有
し
て
い
た
。
樺
太
ま
た
は
南
樺
太
と

呼
ば
れ
た
そ
の
土
地
に
は
多
く
の
日
本
人
が

移
り
住
み
、
居
住
人
口
は
最
大
で
四
十
一
万

人
に
達
し
た
。『
雪
の
絵
本
』
は
雪
に
ま
つ

わ
る
詩
や
民
話
、
風
物
を
紹
介
す
る
小
文
集

だ
が
、
著
者
の
極
め
て
個
人
的
な
、
樺
太
で

過
ご
し
た
幼
少
期
の
日
々
に
つ
い
て
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
。

　
小
さ
な
蒸
気
機
関
車
が
牽
く
狭
い
客
車

に
揺
ら
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
沿
っ
て
東

海
岸
を
ひ
た
す
ら
北
上
す
る
と
、
南み

な
み
に
い
と
い

新
問
と

い
う
名
の
終
着
駅
に
着
く
。
こ
こ
は
昭
和

六
（
一
九
三
一
）
年
当
時
、
日
本
最
北
の
駅

だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
更
に
馬
車
で
四
時
間
ほ

ど
走
っ
た
先
の
小
さ
な
炭
鉱
町
で
、
著
者
は

小
学
生
時
代
の
数
年
間
を
過
ご
し
た
。
家
々

が
街
道
沿
い
に
並
び
、
十
字
路
が
二
つ
と
、

店
は
雑
貨
屋
が
二
軒
あ
る
だ
け
の
簡
素
な
集

落
。
中
央
を
川
が
流
れ
、
橋
の
袂
に
父
の
通

う
炭
鉱
の
事
務
所
が
あ
っ
た
。
思
い
出
す
の

は
、
空
の
広
さ
、
夜
の
広
さ
、
そ
し
て
星
の

豊
か
さ
だ
。
電
気
は
な
く
、
石
油
ラ
ン
プ
で

暮
ら
し
た
。

　
北
国
の
短
い
夏
が
終
わ
れ
ば
、
た
ち
ま

ち
凍
て
つ
く
冬
が
や
っ
て
来
る
。
広
い
空

か
ら
、
雪
は
惜
し
み
な
く
降
っ
た
。
雪
の
城

を
作
っ
て
の
雪
合
戦
、
月
夜
に
蒼
い
光
が
忍

び
込
む
小
さ
な
雪
の
家
。
学
校
の
小
山
は
ス

キ
ー
や
橇
遊
び
の
格
好
の
舞
台
と
な
り
、
高

等
一
年
の
喜
八
郎
や
保
ら
多
く
の
子
供
達

の
笑
い
で
溢
れ
た
。
腕
白
な
魚
屋
の
イ
サ
ム

は
、
湯
た
ん
ぽ
を
橇
に
し
て
誰
よ
り
も
速
く

斜
面
を
滑
り
降
り
た
。
溝
が
た
く
さ
ん
付
い

た
湯
た
ん
ぽ
は
、
素
晴
ら
し
く
速
い
橇
に

な
っ
た
。

　
や
が
て
一
家
は
樺
太
を
離
れ
、
東
京
へ
。

数
年
後
、
父
が
電
車
内
で
狭
心
症
の
発
作
を

起
こ
し
、
駅
に
下
ろ
さ
れ
て
間
も
な
く
息
を

引
き
取
る
。
そ
の
翌
年
に
は
太
平
洋
戦
争
が

開
戦
、
樺
太
に
留
ま
っ
た
イ
サ
ム
や
保
た
ち

も
学
徒
出
陣
の
名
の
も
と
兵
隊
に
取
ら
れ
、

遠
い
異
国
の
戦
場
で
死
ん
で
行
っ
た
。
歳
月

に
洗
わ
れ
、
色
褪
せ
て
風
化
す
る
記
憶
も
あ

れ
ば
、
よ
り
一
層
鮮
や
か
に
光
を
放
つ
記
憶

も
あ
る
。
著
者
は
、
忘
れ
な
い
こ
と
が
唯
一

の
鎮
魂
で
あ
る
か
の
よ
う
に
彼
ら
の
姿
を
書

き
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
若
く
し
て
人
生

と
い
う
舞
台
を
去
っ
て
行
か
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
者
た
ち
に
対
し
て
、
自
ら
選
び
取
っ

た
誠
実
さ
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
記
憶
は
、

時
と
し
て
祈
り
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
九
日
、

ソ
連
が
日
本
に
宣
戦
布
告
し
、
十
一
日
に
は

北
緯
五
十
度
線
を
越
え
て
樺
太
に
侵
攻
。
日

ソ
両
軍
の
戦
闘
は
ソ
連
軍
が
南
端
の
大お

お
ど
ま
り泊
を

占
領
す
る
ま
で
十
日
余
り
続
き
、
民
間
人
に

も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
生
き
残
っ
た

日
本
人
は
そ
の
後
数
年
か
け
て
大
半
が
引
き

揚
げ
、
数
え
切
れ
な
い
人
々
の
悲
喜
を
見
届

け
て
き
た
海
峡
を
、
今
は
吹
雪
だ
け
が
鳴
っ

て
い
る
。
そ
の
音
は
よ
く
聴
け
ば
、
白
く
染

ま
っ
た
樺
太
の
大
地
を
北
へ
向
か
っ
て
走
り

続
け
る
、
蒸
気
機
関
車
の
汽
笛
の
よ
う
だ
。

か
つ
て
南
新
問
と
呼
ば
れ
た
あ
の
小
さ
な
停

車
場
は
、
ロ
シ
ア
語
名
の
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
へ
と

名
を
変
え
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
は
も
う
、
思
い
出
の
中
に
し
か
残
っ

て
い
な
い
場
所
。
人
生
に
お
け
る
短
い
夏

の
日
々
だ
け
が
、
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
場

所
。
少
し
手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
、
だ

が
、
そ
ん
な
錯
覚
な
ど
た
ち
ま
ち
風
に
流
さ

れ
て
消
え
て
し
ま
う
ほ
ど
遠
い
、
遠
い
昔
の

話
で
あ
る
。

ハ
ン
プ
テ
ィ
・
Ｔ

神
沢
利
子
『
雪
の
絵
本
』
三
笠
書
房
、
１
９
７
１

年

些事でも何でも気になったらあれこれ考えてみよう。
いいこと思いつくかもしれないし。気づいたら西成に
たどり着いていた、或るオタクのゆったり系コラム。

『雪の絵本』
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私は草木が大好きです。
とくに観葉植物には心
癒されます。私と葉っ
ぱとのお喋りを聞いて
ください。

私
の
得
意
技
、
そ
れ
は
つ
る
が
グ
ン
グ
ン
長
ー
く
伸
び
る
事
。

つ
る
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
で
す
。

光
と
水
さ
え
あ
れ
ば
大
満
足
。

手
の
か
か
ら
な
い
私
は
、
自
慢
じ
ゃ
な
い
け
ど
み
ん
な
の
人
気
者
！（
笑
）

葉
っ
ぱ
は
と
て
も
丈
夫
で
す
。

緑
一
色
、
た
ま
に
白
い
ラ
イ
ン
も
入
っ
て
オ
シ
ャ
レ
も
し
ま
す
。

花
は
咲
か
せ
ま
せ
ん
。

私
は
葉
っ
ぱ
一
筋
。

ご
先
祖
さ
ま
か
ら
引
き
継
い
だ
立
派
な
葉
っ
ぱ
で
勝
負
で
す
。

私
の
自
己
Ｐ
Ｒ
ど
う
で
し
た
か
？

1
0
0
点
満
点
だ
っ
た
ら
う
れ
し
い
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
井
ま
ゆ
み

ポトスのこと

サトイモ科ハブカズラ属
に分類されるつる性の多
年草。花言葉は永遠の
富、華やかな明るさ。

　

丸
山
穂
高
衆
院
議
員
の
戦
争
挑
発

発
言
や
、長
谷
川
豊
参
院
予
定
候
補
の

部
落
差
別
講
演
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
彼

ら
に
限
っ
た
こ
と
と
は
思
え
な
い
、昨

今
の
歴
史
に
向
き
合
う
軽
々
し
さ
や

嘘
々
し
さ
は
、一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
と

考
え
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
折
、熊
本
県
の
田
原
坂
に
あ

る
西
南
戦
争
記
念
資
料
館
を
見
学
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
薩
摩
軍
が
発
行
し

た
贋
札「
西
郷
札
」
の
現
物
が
展
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
博
愛
社（
日
本
赤

十
字
社
の
前
身
）の
特
別
企
画
も
あ
る

と
の
案
内
が
あ
っ
た
か
ら
だ
が
、結
果

は
少
々
期
待
外
れ
だ
っ
た
。「
最
後
の

内
戦
」
西
南
の
役
の
こ
と
は
、
西
郷
隆

盛
と
と
も
に
あ
ま
り
に
有
名
な
ん
だ

が
、そ
の
内
戦
が
何
と
も
悲
惨
で
あ
っ

た
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
。
田
原

坂
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、大
分
県
の
竹

田
な
ど
、平
穏
な
集
落
が
瞬
時
の
う
ち

に
地
獄
絵
の
如
き
悲
運
を
辿
っ
た
の

だ
が
、人
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
残
酷
に

な
れ
る
も
の
な
の
か
と
立
ち
す
く
ん

で
し
ま
う
ほ
ど
な
の
に
、
だ
。
そ
ん
な

乱
暴
の
極
み
に「
西
郷
札
」
に
よ
る
強

奪
も
あ
り
、博
愛
社
の
佐
野
常
民
が
救

護
に
奔
走
し
た
因
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
こ
そ
展
示
さ
れ
た
ら
良
い
の

に
と
思
う
の
は
、『
苦
海
浄
土
』
の
著

者
石
牟
礼
道
子
さ
ん
の
『
西
南
役
伝

説
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
伝
承
だ
。
こ

の
聴
き
取
り
記
の
冒
頭
は
、水
俣
市
の

古
老
だ
。「
実
地
に
見
た
の
は
西
郷
戦

争
が
初
め
て
じ
ゃ
っ
た
げ
な
。
そ
れ
か

ら
ち
ゅ
う
も
ん
、ひ
っ
つ
け
ひ
っ
つ
け

戦
さ
が
あ
っ
て
、
日
清
、
日
露
、
満
州

事
変
か
ら
、
今
度
の
戦
争（
太
平
洋
戦

争
）ー
。
思
え
ば
世
の
中
の
展ひ

ら

く
る
始

め
に
な
っ
た
な
あ
。
わ
し
ゃ
、
西
郷
戦

争
の
年
、親
達
が
逃
げ
と
っ
た
山
の
穴

で
生
ま
れ
た
げ
な
ば
い
」。
天
草
の
古

老
か
ら
の
聴
き
取
り
も
圧
巻
だ
。「
こ

こ
の
村
は
、
耶
蘇
宗
の
い
く
さ（
島
原

の
乱
）に
も
遭
わ
ん
村
じ
ゃ
っ
た
が
、

（
西
南
の
役
で
）村
中
の
働
き
手
を
、さ

ら
っ
て
ゆ
か
れ
て
み
る
と
、苗
字
の
な

か
者
の
世
が
く
る
ち
ゅ
う
て
も
、お
上

と
い
う
も
の
が
お
る
か
ぎ
り
、取
り
立

て
る
こ
と
ば
っ
か
り
。
御
一
新
と
は
ど

が
な
世
が
来
る
か
と
心
配
し
と
っ
た
ら
、

案
の
ご
と
く
人
を
奪と

っ
て
ゆ
か
い
た
」。

目
も
覆
う
悲
惨
な
戦
禍
を
、涸
れ
た
よ

う
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
て
い
た
民

の
声
を
、石
牟
礼
さ
ん
は
見
事
に
拾
い

集
め
た
。
も
う
す
で
に「
も
う
一
つ
の

惨
事（
水
俣
病
）」
が
、
貧
し
い
不
知
火

海
沿
岸
に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
た
頃

の
聴
き
取
り
だ
っ
た
。

　

ど
の
戦
争
も「
人
を
奪
っ
て
ゆ
く
」

も
の
だ
と
、百
姓
た
ち
は
見
透
か
し
て

い
た
の
だ
。不
知
火
の
百
姓
が
見
た「
苗

字
の
な
か
者
の
世
」
と
、
水
平
社
が
見

た「
人
間
を
い
た
わ
る
か
の
如
き
運
動
」

は
同
じ
も
の
で
あ
り
、水
俣
の
惨
劇
も

そ
う
だ
っ
た
。沖
縄
の
人
々
が
見
た「
戦

後
」も
同
じ
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

橋
下
徹
さ
ん
や
維
新
の
会
が
、大
阪

人
権
博
物
館
の「（
運
営
の
）非
効
率
さ
」

を
指
摘
す
る
あ
ま
り
、そ
の
展
示
内
容

に
、
石
牟
礼
さ
ん
が
拾
い
集
め
た「
民

の
抗
い
」を
感
じ
取
り
、「
弁
士
中
止
！
」

と
し
た
の
な
ら
、
は
た
ま
た
、
田
原
坂

の
記
念
館
が「
そ
れ
」
を
過
敏
に
避
け

た
と
し
た
の
な
ら
、「
お
上
と
い
う
も

の
」
の
所
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ

ク
は
、田
原
坂
の
記
念
館
が
こ
れ
か
ら

良
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
期
待
す
る
。

維
新
の
会
も
、身
か
ら
出
た
錆
を
省
み

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

戦
争
や
差
別
の
体
験
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い

冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

[ 山村裕太 ] 先日ほぼ一日なぜかタバコを吸いま
せんでした。「このまま禁煙してみようか！」と
決意した１０分後に新品のタバコがなぜか私の右
手に握られていました。

[ 若松司 ]Under construction?

　６月８〜９日に開催された部落解放同盟大阪府連合会の合宿の

テーマはまちづくり。①地域福祉計画の中で「部落差別解消推進法」

や「障がい者差別解消法」「ヘイトスピーチ禁止法」など人権のテー

マをしっかりと踏まえること、②そこで果たされるべき隣保館の役

割、③地域資源の見直しと連携を通して町が抱える課題を解決する

方策が話題になった。具体的な活動はすでに各地区で取り組まれて

いるーーこども食堂や学習支援、買い物難民のための乗り合い自動

車事業、ボランティアマイレージ活動、公営住宅の住宅福祉事業な

どなど。

　ところで、行政はいったい何をしているのか？ 市民生活をよく

するために、行政は（住）民ではできないこと、行政の責任としてや

るべきことがあるはず。そのためには、住民をはじめ様々な地域の

主体と認識を共有し、共に取り組むことが大切であろう。しかし、な

かなか一筋縄では動いてくれない。そのために何ができるのか。

（寺本良弘）

にしなり隣保館の館長が日々の出来事
について胸のうちで皮算用しているこ
とを語っていくよ。

「
ポ
ト
ス
」の
巻
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　８月号から『なび』の編集体制が変わる。2015年７月からちょうど
４年間、編集長を務めてきたわけだが、それらしい仕事はしてなかった
なというのが率直な感想。
　というのも、教育をテーマに学校や団体のことを取り上げることが
中心で、全体の構成はお任せ状態。取材を通じて、新しい気付きはあっ
たが、それを喜ぶだけでは、編集長の役割とはいえなかった。忙しさに
かまけていたかもしれないが、正直、少し荷が重たかった。
　新編集体制への期待を何点か。ひとつは「いまの型にこだわらなくて
もよい」。構成や発信のカタチを変えてみるのもいい。ふたつは「発行
が目的にならないように」。書き手それぞれの個性を活かし、物議を醸
すネタがあってもいい。なにより、新体制をチャンスと捉えてほしい。
　「カウント２．９９」はこれにてカウント３(終了）を迎えるが、世の中
や自分、家族の出来事を隣保館の視点で捉える時間をつくれたことは
自分のためにもなった。今後もこの視点を大切にしたい。

にしなり隣保館「スマイル ゆ～とあい」は、地域コミュニ
ティ全体が抱える課題の解決をめざす民設民営の福祉施設
です。日々悩んでおられる困りごとはありませんか？お悩
み解決のためにできることをいっしょに探しましょう。

隣保館などで事業を行う中で感
じたことをつぶやいて、西成の
まちづくりに役立てていきます！まちづくりに役立てていきます！

なび編集長 寺嶋公
典

地域の縁を心でつなぐ

 新編集体制をよろしく！

　
「
仏
壇
を
処
分
し
た
い
の
で
お

魂
抜
き
を
し
て
下
さ
い
。」と
い

う
依
頼
が
あ
る
と
、お
魂
を
抜
く

霊
力
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
引

き
受
け
ま
す
。実
は「
お
魂
抜
き
」

と
は
大
切
に
し
て
き
た
仏
壇
の

元
で
の
最
後
の
法
事
の
俗
称
で
、

正
式
に
は「
遷
仏
法
要
」と
言
い

ま
す
。
仏
壇
を
大
切
に
す
る
心

が
法
事
を
営
ま
せ
る
の
で
す
。

法
事
に
は
人
の
心
を
変
え
る
力

が
あ
り
ま
す
。
葬
式
も
同
じ
で
、良
い
葬
式
は
人
の
心

に
力
を
与
え
ま
す
。し
か
し
、直
葬
に
は
心
を
変
え
る

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

直
葬
の
依
頼
を
受
け
る
と
、『
人
は
死
ね
ば
ゴ
ミ
に

な
る
』と
い
う
本
を
思
い
出
し
ま
す
。仏
教
で
は
、お
葬

式
と
は
故
人
を
送
る
と
共
に
仏
様
に
な
っ
た
故
人
を

迎
え
る
儀
式
で
す
。
し
か
し
、故
人
を
迎
え
る
儀
式
の

な
い
直
葬
は「
直
送
」に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
『
論
語
』に「
功こ

う
げ
ん
れ
い
し
ょ
く
す
く
な
し
じ
ん

言
令
色
鮮
矣
仁
」と
あ
り
ま
す
。「
言

葉
上
手
で
外
観
は
取
り
つ
く
ろ
っ
て
も
、そ
の
人
の
行

い
を
見
れ
ば
、思
い
や
り
の
な
い
心
が
見
え
る
」と
い

う
意
味
で
す
。確
か
に
人
の
心
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
が
、

そ
の
人
の
振
る
舞
い
か
ら
心
が
見
え
ま
す
。葬
式
か
ら

人
の
心
が
よ
く
見
え
て
き
ま
す
。　

   

松
向
寺　
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